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1. 札幌市環境基本条例 
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2. 環境基準等

環境基準とは、環境基本法及びダイオキシン類対策特別措置法に基づいて、大気の汚染、水質の汚濁、土壌の
汚染及び騒音に係る環境上の条件について、人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが
望ましいとして定められた基準のこと。

(1)大気汚染
ア　環境基準



７９参考資料

イ　窒素酸化物の排出基準（抄）
窒素酸化物の濃度は次の式により算出する。

On：表中のOn値に掲げる値
Os：排出ガス中の酸素の濃度（％）（20％を超える場合は20％とする）
Cs：窒素酸化物の実測値(ppm)
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ウ　ばいじんの排出基準（抄）
（ア） 大気汚染防止法

ばいじんの量は次の式により算出する。
On：表中のOn値に掲げる値
Os：排出ガス中の酸素の濃度（％）（20％を超える場合は20％とする）
Cs：ばいじんの実測値(g/m3N）C：ばいじんの量(g/m3N)
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(イ) 札幌市生活環境の確保に関する条例

(2)水質汚濁
ア　環境基準等 
(ア) 人の健康の保護に関する環境基準 

(イ) 生活環境の保全に関する環境基準（河川）   
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（参考）札幌市内河川の類型指定状況

(ウ) 人の健康の保護に関する要監視項目及び指針値 

※令和７年６月30日より、「指針値（暫定）」に代え「指針値」を設定した。
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(エ) 水生生物保全環境基準の水域類型及び基準値の概要  

(オ) 水生生物の保全に関する要監視項目及び指針値

イ　水質汚濁防止法に基づく排水基準
(ア) 有害物質に係る排水基準

（注1） 札幌市内において、2024年3月末現在で、水生生物保全環境基準に関する水域類型が指定されている地点はありません。
（注2） 各類型の説明については、（エ）の表を参照
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(イ) 生活環境項目に係る排水基準  

ウ　北海道条例に基づく上乗せ排水基準（主なもの） 
(ア) 有害物質に係る排水基準 

(イ) 生活環境項目に係る排水基準

エ　開発行為等における汚水放流の指導要綱に係る水質基準値   

※令和７年4月1日以降については、大腸菌数(日間平均800CFU/mL)が適用される。

※
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オ　豊羽鉱山に係る公害防止協定に基づく排水水質協定値

カ　旧手稲鉱山に係る鉱害防止協定に基づく排水水質協定値


